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営業外費用（為替差損）の計上及び連結業績予想の修正に関するお知らせ

当社は平成 28 年 12 月期第２四半期において営業外費用（為替差損）を計上するとともに、最近の

業績の動向等を踏まえ、平成 28 年 2 月 12 日に公表した平成 28 年 12 月期（平成 28 年 1 月 1 日～平

成 28 年 12 月 31 日）の第２四半期累計期間の連結業績予想について、下記のとおり修正いたしました

のでお知らせいたします。

記

１．営業外費用（為替差損）の内容

昨今の為替相場の変動により、平成 28 年 12 月期第２四半期累計期間（平成 28 年 1 月 1 日～平成
28 年 6 月 30 日）において為替差損 55 百万円を計上しました。

２．業績予想数値の修正

平成 28 年 12 月期第２四半期連結累計業績予想数値の修正（平成 28 年 1 月 1 日～平成 28 年 6 月
30 日）

３．業績予想数値修正の理由

第２四半期連結累計期間については、売上高は、北九州循環資源製造所の取扱量の増加はあるもの

の、有価物取引等のスポット案件の完了が下半期となったことや台湾循環資源製造所において製品を

適正に備蓄し出荷を下半期からとしたこと等により当初業績予想を下回る見込みとなりました。営業

損失につきましては、売上高の減少に伴う仕入高の減少や棚卸資産増加による製造原価の減少等によ

り当初予想を上回る見込みとなりました。経常損失並びに四半期純損失につきましては、営業損失の

改善はあるものの、為替差損の計上等により当初予想を下回る見込みとなりました。

なお、通期の業績予想値につきましては、台湾関連事業の収益貢献やスポット案件受注見込等の影

響により、公表した通期の業績予想値に変更はございません。

（注）上記予想値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実
際の業績は今後の様々な要因により異なる場合があります。

以 上

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する
当期純利益

１株当たり
当期純利益

前 回 発 表 予 想 （A）
百万円

2,397
百万円

△49
百万円

△63
百万円

△72
円 銭

△62.24

今 回 修 正 予 想 （B） 2,256 △25 △91 △100 △85.79

増 減 額 （B－A） △140 24 △28 △27

増 減 率 （％） △5.9 － － －

(ご参考)前期第 2 四半期実績

(平成27年12月期第2四半期)
2,239 △60 △62 △148 △127.16


